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機械器具(21) 内臓機能検査用器具 

一般医療機器 再使用可能なパルスオキシメータプローブ JMDN コード：37808000 

ネルコアパルスオキシメトリケーブル 
(DEC-4 DEC-8) 
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モニタ本体及びセンサ付属の添付文書、取扱説明書を必ず参照すること  
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【警告】 
1. 破損したり配線が露出したりしているケーブルは使用しないこと。 
2. センサとモニタの間に 2 本以上の延長ケーブルを接続すると正確

な測定ができないことがある。 
3. センサのプラグとケーブルのコネクタが正しく接続されていないと、測

定値が時々途切れたり、読み取れなくなったりする。 
 

**【禁忌・禁止】 
1. 本品は MR Unsafe であり、MR 検査は禁忌とする(自己認証によ

る) (相互作用の項参照)。 

*【形状・構造及び原理等】 
1. 形状・構造等 

本品は、オキシセンサとパルスオキシメータ本体とを接続するケ
ーブルである。 

エクステンションケーブル 
製品番号 名 称 全 長 
DEC-4 エクステンション ケーブル (1.2M) 1.2m 
DEC-8 エクステンション ケーブル (2.4M) 2.4m 

本品は、それぞれ長さ 4 フィート(1.2m)及び 8 フィート(2.4m)の
再使用可能な追加延長ケーブルである。Nellcor TM パルスオキシ
メータ、Nellcor オキシメトリを搭載した製品及び、互換性のある
製品を Nellcor オキシセンサと接続するケーブルの延長コードと
して使用できる。本品は、滅菌されていないパッケージ包装にて
提供されている。 
＜機器の分類＞ 
外装による保護の程度：IP22 

2. 原理 
各種オキシセンサで測定した情報をパルスオキシメータ本体に中
継させる。 

【使用目的又は効果】 
小児又は成人患者の手指、耳、鼻梁、足等の部分に使用し、皮膚を通
して光を照射し、動脈組織血中のオキシヘモグロビン及びデオキシ
ヘモグロビンによって吸収される光量を検知するために用いる用具
をいう。親機で信号が受信され、結果が表示される。本品は再使用
可能である。 

【使用方法等】 
本品に Nellcor オキシセンサを接続する際には、必ず、センサプラ

グの “NELLCOR”の表示が上を向くようにすること(図 1)。 

 
図 1 

1. 本品の透明なプラスチックカバーが付いたコネクタに Nellcor セ

ンサを接続する。ケーブルにセンサのプラグを差し込むときは、

プラグの”NELLCOR”の表示が上を向いていることを確認するこ

と(図 2) 。センサ側のコネクタは、ねじらずに一定方向にまっす

ぐに差し込むこと。 
2. センサのプラグの上を覆うように、本品のプラスチックカバーを

閉じる(図 3) 。 
3. 本品の反対側のコネクタをオキシメータ、オキシメータモジュー

ル、ペイシェントモジュールに接続する(図 4)。接続の際は各添付

文書・取扱説明書の指示に従うこと。 
4. センサを外す際は、プラスチックカバーを開き、センサのプラグを

しっかり持ち、ケーブルのコネクタからまっすぐ引き抜く。絶対に、

ねじったり、ケーブル部分を持って引き抜いたりしないこと。 
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**【使用上の注意】 
1. 相互作用(他の医薬品・医療機器との併用に関すること) 
(1) 併用禁忌(併用しないこと) 

医薬品・医療機器
の名称等 

臨床症状・措置方
法 

機序・危険因子 

磁気共鳴画像診断
装置(MRI 装置) 
(主要文献(1)参照) 

MR 検査を行うと
きは、必ず本品及
びセンサを患者か
ら取り外すこと。 

火傷の原因になっ
たり、MRI 画像や
本品の精度に悪影
響が生じたりする
可能性がある。 

(2) 併用注意(併用に注意すること) 
1) 電気外科手術用器具(電気メス等)は、製品の動作に悪影響を与

える可能性がある。延長ケーブルを使用した場合、その影響を

受けやすくなることがある。 
2) 本品は、N-100 に接続して使用しないこと［正確な測定ができ

ないおそれがあるため］。 
2. その他の注意 

延長ケーブルやセンサの破損を防ぐため、ケーブルをセンサ又は

モニタから外す際には、必ずケーブル部分ではなく、コネクタを

持つこと。 

【保守・点検に係る事項】 
イソプロピルアルコール等で清拭すること。 
注意：本品を放射線滅菌や蒸気滅菌、エチレンオキサイドガス(EOG)

滅菌しないこと。又、洗浄液あるいは消毒液、ないしは水に浸

けないこと［破損の原因となるため］。 

**【主要文献及び文献請求先】 
1. 主要文献 
(1) 薬生機審発 0801 第 1 号・薬生安発 0801 第 4 号「植込み型医療

機器等のMR安全性にかかる対応について」(令和元年8月1日、
厚生労働省) 

2. 文献請求先 
コヴィディエンジャパン株式会社 
カスタマーサポートセンター：0120-998-971 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売元： 
コヴィディエンジャパン株式会社 

カスタマーサポートセンター：0120-998-971 


